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ヨー ロ ッパ の 低 温 セ ン ター
低 温 セ ン ター 山 本 純 也(吹 田4106)
第6回 国 際 低温 工 学 会 議(1976年5月)出 席の機会に ヨーロッパの研 究所の低温 センターを
見学することがで きたので,そ の印象をまとめてみた。 今回見学した研究所の うちで,ヘ リウム液化設
備 を持っていたのは次の4つ の研究所であった。核研究セ ンター(フ ランス,グ ルノーブル,略 称CE
NG),国 立科学研 究センター(フ ランス,グ ル ノーブル,略 称CNRS),マ ックス プランク固体研
究所(ド イツ,シ ュッツガル ト),マ ックスプ ランク協会プ リッツハーバー研 究所(ド イツ,ベ ルリン)。
液化機は連続運転す るもの
上記の4研 究所のヘ リウム液化機はいずれ も204/時 程度の能力 を持 って齢 り,こ れを短いところ
で5日 間(月 曜 日か ら金曜 日),長 い ところで9週 間(固 体研究所)連 続運転 して,大 型 ヘ リウムコン
テナ 一ー(容量5004～20004)に 液体ヘ リウムを貯えている。停電,故 障等の際は 自動 的に運 転
が停止す るだけで,何 ら危険のないことが強調 された。確かにこのよ うな運転形態 を取 ると液化量は昼
間のみの運転 に較べて単純 に計算 して も3倍(予 冷時問を入 れるともっと大 きいが)に なるし,機 械の
寿命 も温度サ イクルの回数が減るので長 くな る。
液化室オペレーターは保安の 見地か ら一 日数 回液化機の圧力,温 度等のデー タを取 ってデー タシー ト
に記録 してい る。 液体ヘ リウムの供給 は昼間研 究室か ら持込'まれ るヘ リウムコンテナー(254～100の
に連続 液化に使ってい る大型ヘ リウムコンテナーか ら行 う。 オペレーターに とって液化機の始動,停 止
の回数が減ることは時間的には もちろんの こと,精 神的にも負担 を減 らしてい る。 こ うして浮いた時間
は新 しいクライオス タッ トの開発等の低温技術の研究に使われて齢 り,研 究所全体がその恩恵にあつか
っている。
我が国の大学,研 究所では今だに大 部分のヘ リウム液化機 は昼 間のみの運転 である。 この原因の最 も
大 きなものは高圧 ガス取締法 の運 用上,夜 間無人運転 を大多数 の都道府県が認 めていないことである。
昭和44年 以前 に購入 された液化機は旧式であるため,液 体窒素の補給等の点で無入化はむつ かしいが,
最近の機械では充分無人化で きる構造になってい る。現在のヘ リウム液化機 は無人化だげでな く,長 期
の連続運転 と充分な保安装置 を持 って澄 り,い たず らに液化能力の大 きい高価 な液化機 を導入す るより
も,中 規模の能力 を持つ液化機と,大 型ヘ リウムコンテナーの組合せ が,経 済的なのではないだうかと
思った。
隣接研 究機関への供給を引受けている
C:E:NGの低温 センターはILL(ラ ウエランジエバ ソ研究所,英,独,仏 三国共同の ヨー ロッパ最
大の原子炉)等 の研究所 に液体ヘ リウムを供給 している。同様 の関係はCNRSと 高磁場研 究所,シ エ
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ツツガル トの固体研 究所 と金属物 理研 究所,ベ ル リンの ブ リッソハーバー研究所 とベル リン自由大学 の
例があった。 液化設備 を効率高 く利 用してい るよい例である。
液化室 と低温研究室は表裏一体の関係
前記4研 究所の うち,グ ルノー ブルのCENGとCNRSは 液化室 と別に立 派な低温研究室 を持って
お り,冷却技術,超 電導技術,低 温物質の研究 を行 っている。たとえば11」L(前 出)の 冷中性子源の
液体重水素設備はC:ENGの 低温 グルー プが 作 りあげた。 液体水素ボンプや,一 気圧下での超流動 ヘ リ
ウムによる超電導マグネヅ トの冷却(Nb-丁 三系で臨界磁場を20～30%上 げ られるので非常に注 目
されている)な どもCENGが 開発している。CN:RSで は超低温技術をはじめ,超 電導回転機の研 究
も行っている。
ドイツの固体研究所,プ リッ ツハーバー研究所 では低温部門のボスが液化室 と研究室(両 者が同一区
域内にあ り,人 も相互に関連 している)の 両方を関連 づけ て仕事をしてい る。研 究所全体に対.しては,
液体ヘ リウムの供給 と同時に低温実験装置の 提供,固 有の低温研 究にょって責務 を果たしている。
固体研究所 の場合は次のスタッフで運 営されてい る。
研 究 部 門
サー ビス 部 門
研 究 者(学位あり)
客 員 研 究 者
博士 課 程学 生
技 能 員
技 術 者
技 能 員
機 械 工
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共同利用実験装置 としては,100:K:Gマ グネッ ト(200:KGは グルノ ・ー
ブ ルの高磁場研究所にあ る),希 釈冷凍機,He㈲ ク ライオスタッ ト等が設備 され,研 究部門のス タッ
フと一緒 に仕事が行われてい る。研 究所 内の他の研 究室(教 授が長となっている。低温 は研究的サー ビ
スグルー プに属 し,光 学,結 晶等 と同格 で長は教授ではない)に 澄け る研究の うち低温が重要な部分を
占めてい るものは,低 温 グループのス タッフが共 同研 究者とな りすすめ られている。
サー ビス部門では低温寒剤 の供給,テ クニカル ガス(低 温 に限 らず実験用の ガス)の 供給,細 よび技
術サー ビス室 がある。 この サー ビス室の仕 事には,ク ライオス タヅ トの プランニング,サ ンプルの調整
温度計の較正,文 献類の整備 と提供,低 温 部品(二 一 ドルバルブを含む)の 自作が含まれる。
ブ リッ ツハーバー研 究所 もほぼ同じシステムを取 っているが,独 自の研究 テーマとしては低温 工学的
性格を強め,ク ライオポンプや超 臨界ヘ リウムの研究が進め られてい る。 この研究所の低温部門のボス
はク リッ ピング博士で,ヨ ー ロッパ低温工学の ボスで あることか ら,研 究所外 との共同研 究が積極的に
推進され ている。
研究所 によって低温研究の内容,ず すめ方 は もちろん差違は あるが,い ずれにして も,研 究所内に低
温部門を確立 して所内,所 外に対 して低温に関す るすべてのサー ビスを行ってい る。低温センターとい
うものが大 きな低温研 究の中で位置づけ られてい ることに強 く感銘 を うけた。
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